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知
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― 

認
知
症
の
現
状
と
課
題 

― 

 
 

六
月
十
二
日
（
木
）
午
後
二
時
三
〇
分
か
ら
、
田
町
交
通 

ビ
ル
五
階
会
議
室
で
、
東
京
高
退
連
主
催
の
標
記
学
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
北
区
医
師
会
副
会
長
で
、
北

区
の
サ
ポ
ー
ト
医
で
も
あ
る
河
村
雅
明
医
師
で
し
た
。 

 

以
下
は
、
お
話
の
要
点
で
す
。 

 

１
．
認
知
症
は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す 

都
内
で
は
、
今
認
知
症
の
人
が
三
十
八
万
人
を
超
え
、
二

〇
三
五
年
に
は
六
十
五
万
人
（
六
五
歳
以
上
の
五
人
に
一

人
）
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
自
分
は
認
知
症
で
は
な
い
か
」
と
心
配
し
て
い
る
人
は

な
っ
て
い
な
く
て
、
心
配
し
な
い
人
が
認
知
症
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
人
暮
ら
し
、
元
公
務
員
だ
っ
た
人
な
ど
に
認
知
症

が
多
い
。 

 ２
．
認
知
症
と
は
？ 

 

い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が
傷
つ
い
た
り
、
働
き
が

悪
く
な
る
こ
と
で
、
認
知
機
能
が
低
下
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
の
し
づ
ら
さ
が
表
れ
る
状
態
を
指
し
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
記
憶
障
害
、
判
断
力
低
下
、
見
当
識
障
害
、

言
語
障
害
（
失
語
）、
失
行
（
そ
れ
ま
で
や
れ
た
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
）
な
ど
で
す
。 

 

認
知
症
を
起
こ
す
疾
患
と
し
て
は
、 

・
神
経
変
性
疾
患
～
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
前
頭
・ 

側
頭
葉
変
性
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型 

・
脳
血
管
障
害 

～
血
管
性
認
知
症
、
ほ
か 

・
感
染
症 

 
 

～
脳
炎
、
進
行
麻
痺
、
エ
イ
ズ
脳
症
等 

・
外
傷 

 
 
 

～
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、
外
傷
性
脳
出
血
、 

 

ほ
か 

 

こ
の
中
で
、
最
も
多
い
の
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
六

〇
％
）
で
、
次
が
脳
血
管
障
害
（
二
〇
％
）
レ
ビ
ー
小
体
（
一

〇
％
）
そ
の
他
（
一
〇
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

症
例
と
し
て
は
、
一
〇
年
ぐ
ら
い
で
発
症
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、
ま
ず
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
（
脳
内
の
海
馬
萎
縮
）

で
は
、 

 

＊
変
な
こ
と
を
言
う
よ
う
に
な
る
。 

 

＊
周
囲
の
こ
と
に
気
づ
き
に
く
く
な
る
。 

 

＊
見
つ
か
っ
た
と
き
、
配
偶
者
の
せ
い
に
す
る
。 

 

＊
買
い
物
で
、
よ
く
一
万
円
札
を
出
す
。（
お
金
の
計
算 

 
 

 
 

が
で
き
な
い
） 

 

＊
詐
欺
に
か
か
り
や
す
い
。 

 

＊
今
日
の
日
付
が
言
え
な
く
な
る
。 

な
ど
の
症
状
を
示
す
よ
う
に
な
る
。 

 

３
．
家
族
が
気
づ
い
た
認
知
症
高
齢
者
の
生
活
変
化 

 

・
同
じ
こ
と
を
何
回
も
言
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る 

 

・
財
布
を
盗
ま
れ
た
と
い
う
（
置
い
た
所
を
忘
れ
る
） 

 

・
だ
ら
し
な
く
な
る
（
衣
服
の
着
方
な
ど
） 

 

・
い
つ
も
降
り
る
駅
を
乗
り
過
ご
す 

 

・
夜
中
に
急
に
起
き
出
し
、
騒
ぐ
（
昼
夜
逆
転
） 

 

・
置
き
忘
れ
、
し
ま
い
忘
れ
が
目
立
つ 

 

・
計
算
の
間
違
い
が
多
く
な
る 

 

・
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
い 

 

・
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
る 

 

４
．
認
知
症
の
診
断 

 

＊
記
憶
障
害
＋
判
断
力
障
害
＋
意
識
障
害
な
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 

社
会
生
活
・
対
人
関
係
に
支
障 

 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 

器
質
病
変
の
存
在
・
う
つ
病
の
否
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
⇊ 

 
 
 
 
 
 
 
認
知
症 

 

５
．
原
因
疾
患
同
定
の
手
順 

問
診⇛

一
般
身
体
所
見⇛
神
経
学
的
所
見⇛

血
液
検
査
・ 

尿
検
査⇛

画
像
診
断 
 

６
．
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
習
慣 

・
食
生
活
に
気
を
つ
け
る
・
適
度
な
運
動
を
す
る
・
生

活
を
楽
し
む
・
人
と
積
極
的
に
交
流
す
る 

 ７
．
認
知
症
に
早
く
気
づ
く
こ
と
が
大
事 

・
今
後
の
生
活
の
準
備
を
す
る
・
治
る
認
知
症
や
一
時
的 

な
症
状
も
あ
る
・
進
行
を
遅
ら
せ
る
事
が
可
能
な
場
合
が 

あ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

認
知
症
に
関
し
て
私
た
ち
は
、
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
必

ず
し
も
十
分
理
解
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
の
今
回
の
講
演
は
、
た
い
へ
ん
適
切
な
企
画
と
言
え
ま
す
。 

今
後
、
こ
れ
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み

が
望
ま
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
柴
田 

記
） 

   
 

 

                                       

東
京
都
退
職
者
協
議
会
総
会
開
催
さ
れ
る 

  

八
月
八
日
（
金
）
都
庁
第
二
庁
舎
・
三
二
階
都
庁
職
会
議

室
で
標
記
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
憲
法
改
悪
阻
止
、
社
会

保
障
の
充
実
、
脱
原
発
、
米
軍
基
地
縮
小
・
撤
去
・
沖
縄

知
事
選
勝
利
等
を
骨
子
と
す
る
運
動
方
針
案
を
審
議
し
承

認
し
た
。
な
お
、
今
期
か
ら
、
都
退
教
協
柴
田
会
長
が
都

退
協
副
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。
都
退
教
協
か
ら
は
柴
田
会

長
以
下
六
名
が
参
加
し
た
。 

        
 
 

（
松
下 

記
） 

                                 

安 心 と 信 頼 の 社 会 保 障 制 度 を 確 立 し よ う ! 

退
職
教
職
員
囲
碁
大
会
の
お
知
ら
せ 

 

退
職
教
職
員
生
き
が
い
支
援
協
会
の
事
業
と
し
て
「
退
職

教
職
員
全
国
囲
碁
大
会
」
が
毎
年
十
一
月
に
日
本
棋
院
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
退
教
協
と
都
高
教
退
職
者
会
は
、

前
期
大
会
〈
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
優
勝
〉
に
出
場
す
る

東
京
都
代
表
を
選
出
す
る
た
め
、
左
記
の
要
領
で
、
東
京

都
退
職
教
職
員
の
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

東
京
都
代
表
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
す

が
、
同
好
の
方
々
と
勝
敗
抜
き
で
囲
碁
を
楽
し
む
事
が
で

き
ま
す
。
都
高
教
退
職
者
会
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
は
、
都
退
教
協
の
石
垣
哲
弥
氏
が

Ａ
ク
ラ
ス
（
無
差
別
）
に
東
京
都
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
、
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。
初
心
者
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ご
希
望
の
方
は
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま

す
。
又
、
昼
食
と
飲
物
は
事
務
局
で
用
意
い
た
し
ま
す
。 

           

記 

一
、
日 

時 

九
月
一
七
日(

水)  

午
前
十
時
～ 

 

二
、
場 

所 

東
京
都
教
職
員
互
助
会
ナ
ー
ベ
ル
お
茶
の

水 

二
階
会
員
集
会
室
―( 

東
京
医
科
歯
科
大
と
順
天
堂
大 

の
間
の
通
り
を
上
り
、
ロ
ー
ソ
ン
の
先
を
右
に
入
る
。 

 

三
、
階 

級 
 

・
Ａ
ク
ラ
ス
―
無
差
別
（
段
級
の
制
限
な
し
） 

・
Ｂ
ク
ラ
ス
―
二
段
～
五
段 

 

・
Ｃ
ク
ラ
ス
ー
初
段
以
下 

※
各
階
級
か
ら
上
位
二
名
が
代
表
選
手
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク 

大
会
に
参
加
で
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
優
勝
者
が
全
国
大
会 

に
出
場
で
き
ま
す
。 

 
 四

、
ル
ー
ル 

・
Ａ
ク
ラ
ス
ー
握
り
で
先
番
を
決
め
、
黒
番
は
６
目
半
コ 

 
  

ミ
出
し
と
す
る
。 

・
Ｂ
ク
ラ
ス
ー
段
差
が
あ
る
と
き
は
差
に
応
じ
て
置
碁
と 

し
、
ジ
ゴ
白
勝
ち
。
同
段
の
時
は
Ａ
ク
ラ
ス
と
同
様
に 

す
る
。 

・
Ｃ
ク
ラ
ス
ー
一
～
五
級
差
の
時
は
Ｂ
ク
ラ
ス
と
同
様
と 

し
、
六
級
差
以
上
の
差
が
あ
る
場
合
は
六
子
と
す
る
。 

 

※
Ａ
ク
ラ
ス
、
Ｂ
ク
ラ
ス
の
対
局
に
は
対
局
時
計
を
使
用

す
る
。 

 

五
、
参
加
費 

一
人
五
〇
〇
円
（
大
会
当
日
集
金
） 

 

六
、
申 

込 

ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ(

〇
三
・
五
二
七
六
・
一

三
一
二)

で
九
月
十
日
（
水
）
ま
で
に
都
退
教
協
宛
て
に
。 

  
 
 
 

                      
 
 
 
 

（
遠
藤 

記
） 

 
 
 

 

 

戦争をさせない ９条壊すな  

・日 時: 9月４日(木) 午後6:00～ 
・会 場: 日比谷野外音楽堂 

・内 容 
◇発 言ー 雨宮処凛(作家・活動家)、落合恵子(作家)、香山リカ(精神科医) 

             ほか(調整中) 

  ◇政党代表あいさつ     ◇各地からの取組み報告 

◇デ  モ (日比谷野外音楽堂→銀座、東京駅方面) 

(応援します) 青井未帆  池田香代子 石坂啓  大江健三郎  奥平康弘  

小山内美江子  鎌田 慧  小室等   小森陽一  早乙女勝元 

佐高 信   澤地久枝  菅原文太   瀬戸内寂聴  田中優子  

山口二郎  鳥越俊太郎  なかにし礼   浜 矩子 ほか 

・主 催: 戦争をさせない1000人委員会/解釈で憲法９条を壊すな実行委員会  

  

  

総がかり行動 

 

 

 ― 憲法学習会 ― 

解釈改憲行使を許さない 
 ～日本を戦争する国にさせないために～ 
 

講師 澤地 久枝さん 
    ノンフィクション作家。著書多数 
    東京都出身。「九条の会」発起人 
 

日時 10月５日(日)開始13:30～ 
 

会場 日本教育会館 7階707会議室 
 

共催 東京都高等学校教職員退職者会 

   東京都高等学校教職員組合 
   (Tel 03―3230―2166 
       東京都千代田区一ツ橋2－6－2 
          日本教育会館内) 

 

東
京
都
が
発
行
し
て
い
る
「
知
っ
て
安
心
認
知
症
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト(

11
ペ
ー
ジ)

は
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

（２） 


